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中 京 保 健 所 の 実 習 を 終 え て

短食2の2土  田  浩  子

 初めての外部への実習に不安 と希望をもつて6月9

日より5日 間の実習が始 まつた。

 2回 生で中京保健所に割 り当てられたのが私達6名

のみだつたので様子 もわか らず,心 配そ うな顔つきで

控室で待つていた。 しば らくして栄養士 さんが見え,

私達は五 日間をお願いた した。その後所長の代理の方

が保健所の機構について色々と教えて下 さつた。私達

はすでに中村先生の 「衛生機構」を受講 した後なので

わか りやす く聞 くことが出来た。保健所の栄養士の仕

事は とても範囲が広い ことを知 り,先 ず乳児指導の見

学,続 いて実施又離乳食の献立を作つた りした。次に

屠殺場,森 永牛乳,小 学校の給食設備,京 都ホテル,進

々堂パン工場等の見学に一 日を使つた。実習中最も私

達のためになつたのは乳児指導であつた。相談室で栄

養士さんの周囲に緊張 した私達6名 の顔に,か わいい

赤ちやんがやわ らぎを与 えて くれた。丸々とした赤ち

やんを抱いたお母さん方が,カ ルテを持つて私達の前

に坐 られた。白衣を着てい るのが恥ずかし自分である

が,と りすまして問答が始 まつた。 「便秘はされまん

か」 「ええ,便 秘がちですので,リ ンゴをすつて汁を

飲 ませています。」 「ええ,便 秘Vy`.はリンゴ は益 々進

めるのですね,そ んな時にごは人参をすつて食べさせて

あげて下さい」 と栄養士さんの指導を聞いてその通 り

にやつた。会話のや りとりのむずか しさ,自 信をもつ

て本当に相手を納得させ る様に話す ことのむずか しさ

等口下手な私には一層強 く感 じた。そして又,相 談に

来 られる方は余裕のあ る生活を してお られる人達ばか

りだ とい うことに気ずいた。

 後で栄養土さんも云つてお られたが,保 健所に来る

ことの出来 る人はあま り来る必要がない即ち,そ れだ

け子供に対する関心 もあ り,同 時に又色色の事の出来

得る余裕のある人であ る。 しか しもつ と気の毒な赤ち

やんがいる。両親の関心にはかわ りがな くとも,そ れ

だけの余裕のない人,そ の人達にこそ保健所がタツチ

すべきだと思 う。保健婦の方がその様な家庭に伺つて

おられるとの ことだつたが,栄 養士が,本 当にや り甲斐

のある仕事 の少 しで も多 く出来ることを願つてやまな

い。最後の日に,栄 養士さん との話 し合いがあ り.栄

養士の立場を強いものにす るため,全 国の栄養士が手

をつないで進歩の道をたどねな らない,苦 しいことも

沢山あるが一生懸命がんばつてほしい と励まされ,ど

んなに苦労 をして も本当にや り甲斐のある栄養士 とし

ての道を歩みたい と心に誓いなが ら5日 間の実習を終

えて夕方の道を家へ とはず ませた。


